


を間近で見ることができる。川沿いの遊歩道はいつもジョギングやサイクリングを楽しむ市民で賑わってい

る。ニッダウォークはそんな豊かなドイツの自然を全身で感じながら，市内北部を流れるニッダ川沿いを約

20km歩く行事である。4～5人で縦割りの小グループを作り，楽しく交流しながら歩く。俳句や川柳を作った

り，ゴミ拾いをしたり毎年工夫した交流内容を企画し行われる。

　③パイプオルガン見学（中学部 ２ 年）

　音楽を担当していただいている先生の計らいで，音楽授業として教会のパイプオルガンを見学する。石造り

の歴史ある教会内にある重厚感あふれる本格的なパイプオルガン。実際に何曲か演奏していただき，教会の歴

史やパイプオルガンの構造を学ぶ。最後には生徒もパイプオルガンに触れさせてもらえ，時間があればピアノ

が弾ける生徒に曲も演奏させてもらえる。音楽の国ドイツで本格的なパイプオルガンに触れる機会は大変貴重

だ。

　④修学旅行（中学部 ２ 年）

　ドイツの首都ベルリンを中心に3泊4日でまわる。ベルリンではブランデンブルク門，連邦議会議事堂，ホ

ロコースト記念碑などの観光名所はもちろん，ストーリーオブベルリンでは歴史を学び，地下にある核シェル

ターも見学できる。3年前までは4泊5日で，チェコ国境付近まで訪れる旅程であった。

1日目：ベルリン

フランクフルト→連邦議会議事堂→ブランデンブルク門→ホロコースト記念碑→絵画館

→日本大使館→イーストサイドギャラリー

2日目：ベルリン

カイザーヴィルヘルム教会→市内自主研修→ストーリーオブベルリン

3日目：ポツダム

サンスーシー宮殿→ツェツェーリンホフ宮殿→オーバーヴィーゼンタール（チェコとの国境の町）

4日目：オーバーヴィーゼンタール

体験学習（シュトーレンづくり，刺繍，木彫り）→オリンピック養成学校

5日目：オーバーヴィーゼンタール

機関車乗車体験→水車見学→フランクフルト

表 １ 　 ２0１１ 年度　中学部修学旅行旅程表（4 泊 5 日）

　⑤ぶどう収穫体験（中学部 １ 年）

　ドイツワインの名産地であるライン川沿いの街Rüdesheimでブドウ収穫体験学習が行われる。朝から電車で

移動し，午前中はブドウの味見を楽しみながら収穫体験。午後はワインを醸造している地下室を見学し，ワイ

ンになる前の搾りたてのぶどうジュースを味見する。

さすがにワインは飲めないが，1年後，自分たちが収

穫したブドウで造ったワインを購入することができる。

　⑥フランクフルト市庁舎見学（中学部 3 年）

　中学部3年社会の公民の授業として，フランクフル

トの観光名所レーマー広場にある市庁舎を見学する。

市庁舎の歴史，現在のフランクフルト市議会の現状の

説明を聞きながら施設内を見学する。皇帝の間には歴

代皇帝の肖像画があり，ドイツの歴史も丁寧に解説し レーマー広場にある市庁舎
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てくれる。本校事務局長はドイツの歴史家でもあるので，隣接しているパウルス教会で特別講義をしていただ

き理解を深めることができる。パウルス教会は，ドイツの国会である第1回フランクフルト国民議会が開かれ

た歴史ある教会である。見学後は広場で行われているクリスマスマーケットをまわり，少しの間受験勉強から

離れホッと一息つける授業でもある。

（２）学校間交流授業（国際交流）

　① Heinrich Heine schule 日本研究クラブとの交流学習（中学部 3 年）

　毎年，市内のHeinrich Heine Schule日本語研究クラ

ブの生徒が10人程本校を訪れ，朝から下校までとい

う一日がかりの日程で交流授業を行っている。英会話

やドイツ語授業ではゲーム的な操作活動，数学では少

人数のチームを作り日独数学対決，国語では習字，総

合的な学習の時間ではけん玉や羽根つき，おはじき等

の日本の昔ながらの遊びを行い，和やかな雰囲気で交

流する。日本の伝統的な遊びだが，初めて経験する生

徒も少なくない。昼食時は日本のアニメの話で盛り上

がっていた。

　②フランクフルト補習授業校との合同運動会（全学年）

　同じ校舎を使っている補習授業校との唯一の合同行事が運動会である。授業日が違うので一緒に練習を行う

ことができず，本番当日に初めて顔を合わせることになる。本校生徒よりも体格的に大きな生徒が多い補習校

生徒たちとの競技は手に汗握る展開で，小学部1年生から中学部3年生まで紅白の縦割りチームに分かれ競い

合う。よさこいや応援合戦は先輩の手腕が問われ，苦労の分だけ感動がある。ここで演じられるよさこいは，

JAPANTAGなどの日本文化を紹介する行事で披露することが多い。

　③August-Hermann-Francke-Schuleとのソフトボール交流（中学 ２・3 年）

　フランクフルト市内から30km程北にある，August-Hermann-Francke-Schuleのソフトボールクラブとの交流試

合を，ホーム・アンド・アウェイ方式で毎年会場を替えながら行っている。中学2・3年生全員参加の行事で，

男女各1チーム2試合ずつ行う。ドイツには野球文化が無く，野球道具を扱うスポーツ用品店はほとんど無い。

練習は体育の授業のみなのでなかなか勝つことは難しいが，白熱した試合展開に涙ぐむ生徒も出るほど。部活

動のない本校では貴重な経験となっている。

　④Heinrich Heine Schule 交流授業とDinner stay & Overnight stay（中学 １ 年）

　訪問と受入で年に2回Heinrich Heine schuleと交流授業を行う。受入では1時間目に，昼食用のサンドウィッ

チとスープを作り，体育でのスポーツや英会話の授業で交流する。放課後は希望家族同士で夕食を一緒にとる

Dinner stay，宿泊をともなうOvernight stayが行われる。最後には別れが惜しく涙する生徒も多く，やってよかっ

たという感想がほとんどだ。交流行事終了後も，家族ぐるみで自主的に付き合いが続くこともあるようだ。

　⑤Michael Ende Schuleとの交流授業

　新たに交流を申し出てくれた学校である。来校していただき授業見学の後，中学部3年生とバレーボール交

流を行った。日本とカリキュラムが違うため年齢的には高校生との交流だったが，バレーボールでは勝負にこ

だわる熱い戦いではなく，和やかに笑顔があふれる交流となった。距離的にも割と近い場所にある学校なので

日本研究クラブとの交流学習
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今後もこのような機会を増やし，定期的な交流ができるようになってほしい。

4．おわりに

　週に2回，7時間授業を設定し時数確保に努め，国際交流や現地理解授業を大切にしているが，なかなか新た

な取り組みを増やすことが難しい。その上相手の都合で規模縮小やキャンセルされる取り組みも少なくない。し

かし，生徒たちには限られた授業時間の中で行われる現地理解，国際交流授業で貴重な経験を積んで大きく成長

してほしい。ドイツ，フランクフルトで生活できる幸せを今後の人生に，これからの国際社会に活かし大いに活

躍してくれることを願う。
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